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１
、
研
究
の
状
況

志
賀
直
哉
の
「
小
僧
の
神
様
」（『
白
樺
』
大
九
・
一
）
に
関
す
る
研
究
は
数

多
い
が
、
そ
の
主
要
な
論
点
は
い
く
つ
か
に
絞
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
は
、
Ａ
と
仙
吉
と
い
う
二
人
の
主
人
公
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
作
品

の
比
重
が
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
、
が
問
題
と
さ
れ
る
。
多
く
の
論
で
は
、
Ａ
の

心
理
に
主
な
関
心
が
向
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
紅
野
敏
郎
は
、
仙
吉
の
物
語

と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
作
品
が
、
Ａ
に
比
重
が
移
っ
て
い
く
こ
と
を
作
品
の
「
破

綻
」
と
し
た
（「
作
家
・
作
品
の
鑑
賞
と
研
究　

志
賀
直
哉
」（『
鑑
賞
と
研
究　

現
代
日
本
文
学
講
座
／
小
説
４　

白
樺
と
奇
蹟
』（
三
省
堂
、
昭
三
七
・
三
）
所

収
））。
そ
れ
に
対
し
、
亀
井
雅
司
（「
志
賀
直
哉
の
短
編
―
そ
の
構
造
―
」

（『
国
語
国
文
』
昭
四
六
・
四
））
や
森
下
辰
彌
（「「
小
僧
の
神
様
」
論
」（『
近
代

文
学
論
集
』
平
三
・
一
二
）。
以
下
で
は
森
下
ａ
と
す
る
）
は
二
人
の
記
述
が
章

ご
と
に
交
替
し
、
そ
の
量
が
同
等
で
あ
る
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
野
口
武
彦
は
、

章
の
交
替
を
分
析
し
た
上
で
、
作
者
の
関
心
は
「
Ａ
の
心
事
」
に
あ
る
と
述
べ

（
野
口
武
彦
「『
小
僧
の
神
様
』
と
「
小
説
の
神
様
」
―
志
賀
直
哉
の
ス
ト
ー

リ
イ
・
テ
リ
ン
グ
」（『
海
燕
』（
昭
六
〇
・
五
）
初
出
。『
近
代
小
説
の
言
語
空

間
』（
福
武
書
店
、
昭
六
〇
・
一
二
）
所
収
））、
山
下
航
正
は
、
亀
井
ら
の
主
張

を
う
け
つ
つ
も
、
視
点
を
厳
密
に
考
え
る
と
、
仙
吉
の
方
が
「
語
ら
れ
る
人
物
・

見
ら
れ
る
人
物
」
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
、
修
正
を
加
え
た
（
山
下
航
正
「
志

賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」
論
―
文
学
教
材
の
語
り
と
教
材
化
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
国
語
教
育
研
究
』
平
二
〇
・
三
））。

Ａ
の
心
理
で
最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
仙
吉
に
鮨
を
お
ご
っ
た
後
に
感

じ
る
「
変
に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」
で
あ
る
。
こ
の
心
情
は
、
Ａ
と
仙
吉
の

最
初
の
邂
逅
で
の
、
仙
吉
を
助
け
る
事
へ
の
躊
躇
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
Ａ
が
貴
族
院
議
員
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
Ａ
の
心
情
は
、
彼

の
階
級
に
原
因
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
小
田
切
秀
雄
は
、
仙
吉
の
直
面
し
た
問
題
が
経
済
で
あ
り
、
Ａ
の
心

情
を
、「
個
人
を
相
互
に
孤
立
化
さ
せ
」
る
近
代
社
会
の
本
質
に
触
れ
る
も
の
で

あ
る
と
し
た
（「
小
僧
の
神
様
」（
大
正
文
学
研
究
会
編
『
志
賀
直
哉
研
究
』（
河

出
書
房
、
昭
一
九
・
六
）
所
収
））。
高
田
瑞
穂
は
、
鮨
屋
で
の
Ａ
の
躊
躇
は
、

自
分
と
違
う
階
層
の
他
者
の
目
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
り
、「
変
に
淋
し
い
、
い

や
な
気
持
」
は
、
階
層
の
意
識
が
人
間
と
し
て
の
共
感
を
疎
外
し
た
た
め
で
あ

る
と
論
じ
る
（『
文
芸
読
本
Ⅰ
・
10　

志
賀
直
哉
』（
成
城
国
文
学
会
、
昭
二
三
・

六
）
及
び
『
文
学
教
室
４　

志
賀
直
哉
と
そ
の
作
品
』（
学
友
社
、
昭
二
四
・
一

二
））。
本
多
秋
五
も
「
主
人
公
Ａ
と
小
僧
の
間
に
共
歓
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
共

志
賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」
論

―
「
優
し
い
」「
家
族
」
の
物
語

―

永

井

太

郎
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苦
が
な
い
こ
と
」「
二
人
は
所
詮
別
世
界
の
人
間
」
の
意
識
が
Ａ
の
心
情
の
原
因

で
あ
る
と
す
る
（「『
小
僧
の
神
様
』
な
ど
」（『
展
望
』（
昭
四
四
・
六
）
に
「
鬼

石
谷
戸
か
ら
・
18
」
と
し
て
初
出
。『『
白
樺
派
』
の
作
家
と
作
品
』
の
昭
和
五

〇
年
一
〇
月
以
降
の
版
か
ら
所
収
））。
遠
藤
祐
は
、
Ａ
の
「
冷
汗
」
は
貴
族
院

議
員
で
あ
る
と
い
う
自
意
識
の
た
め
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
識
が
付
き
ま
と
う

た
め
、
行
為
に
自
然
さ
が
欠
け
る
、
そ
れ
が
「
変
に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」

の
理
由
で
あ
る
と
分
析
す
る
（「「
小
僧
の
神
様
」
注
釈
」（『
日
本
近
代
文
学
大

系
第
三
一
巻　

志
賀
直
哉
』（
角
川
書
店
、
昭
四
六
・
一
）
所
収
））。
紅
野
敏
郎

や
勝
田
和
学
（「
小
説
の
主
題
を
ど
う
学
ば
せ
る
か
（
六
）
―
「
小
僧
の
神

様
」
の
場
合
―
」（『
東
洋
』
昭
五
六
・
三
））、
鶴
谷
憲
三
（「『
小
僧
の
神
様
』

小
論
」（『
国
文
学
』
昭
六
二
・
一
））
や
大
里
恭
三
郎
（「『
小
僧
の
神
様
』
の
問

題
点
」（『
常
葉
国
文
』
平
三
・
一
一
）。
以
下
で
は
大
里
ｂ
と
す
る
。
大
里
に

は
、
時
期
的
に
こ
れ
に
先
行
す
る
論
が
あ
る
（
後
述
）
た
め
）
に
も
、
同
様
の

見
解
が
み
ら
れ
る
。
吉
田
正
信
は
Ａ
が
貴
族
院
議
員
と
い
う
政
治
家
で
あ
る
こ

と
を
特
に
重
視
し
、「
小
僧
の
現
実
を
政
治
問
題
と
し
て
」
と
り
あ
げ
な
い
、「
自

己
保
身
に
逃
れ
て
い
る
後
ろ
め
た
さ
」
に
よ
る
と
す
る
（「「
小
僧
の
神
様
」
論

―
そ
の
構
成
と
思
想
性
―
」（『
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
』
平
五
・

九
））。
永
井
善
久
は
こ
こ
に
志
賀
の
民
衆
へ
の
恐
怖
を
読
む
（「
志
賀
直
哉
と
群

衆
体
験
―
「
小
僧
の
神
様
」
の
戦
略
―
」（『
文
学
研
究
論
集
』
平
九
・

二
））。

一
方
、
Ａ
の
心
情
を
貴
族
院
議
員
と
い
う
属
性
と
切
り
離
す
見
解
も
あ
る
。

田
近
洵
一
は
貴
族
院
議
員
の
規
定
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
批
判
し
、「
見
ず
知
ら
ず

の
人
に
恩
恵
を
ほ
ど
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
は
ず
か
し
く
気
ま
り
の
悪

い
も
の
で
あ
る
」
と
一
般
的
な
善
行
に
伴
う
感
情
で
あ
る
と
す
る
（「
志
賀
直
哉

「
小
僧
の
神
様
」」（『
日
本
文
学
』
昭
四
〇
・
一
））。
同
様
に
、
林
廣
親
も
「
境

遇
に
対
す
る
後
ろ
め
た
さ
を
確
認
で
き
る
記
述
は
テ
ク
ス
ト
に
見
い
だ
し
に
く

い
」
と
し
、「
小
僧
の
た
め
よ
り
己
の
心
の
欲
求
を
充
た
そ
う
と
し
た
ま
で
の
こ

と
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
惑
」
が
「
変
に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」
の
理
由

で
あ
る
と
主
張
す
る
（「
志
賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」
を
読
む
」（『
成
蹊
国
文
』

平
一
一
・
三
））。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
Ａ
の
心
情
を
普
遍
的
な
、
善
行
に
対
す

る
反
省
意
識
と
と
る
も
の
で
あ
る
。
趣
を
異
に
す
る
の
が
山
口
直
孝
で
あ
る

（「『
小
僧
の
神
様
』
論
―
Ａ
と
仙
吉
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
文

芸
研
究
』
平
八
・
九
））。
山
口
は
Ａ
と
仙
吉
を
鮨
屋
へ
導
く
の
が
通
へ
の
関
心

で
あ
る
と
と
ら
え
、
Ａ
の
中
に
、
と
も
に
通
か
ら
拒
絶
さ
れ
こ
と
に
よ
る
共
感

が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
優
越
感
に
も
と
づ
く
「
御
馳
走
」
に
移

行
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、「
変
に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」
の
原
因
で
あ
る

と
し
た

（
注
１
）。

Ａ
が
貴
族
院
議
員
で
あ
る
こ
と
に
解
釈
の
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
対
応
し
、

仙
吉
の
丁
稚
と
い
う
身
分
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
す
で
に
、「
弱
い
者
貧
し
い

者
」（
大
野
茂
男
「「
小
僧
の
神
様
」
の
む
す
び
に
つ
い
て
」（『
解
釈
』
昭
三
〇
・

九
））
や
「
最
下
層
」（
勝
田
）
な
ど
の
一
般
的
な
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
紅
野
謙

介
は
「
低
年
齢
の
労
働
者
」
と
し
て
「
子
供
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
決
し
て
無
邪

気
で
無
垢
な
「
子
供
」
た
り
え
な
い
」
と
、
仙
吉
を
現
実
の
具
体
的
な
状
況
の

中
で
考
察
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
（「
隔
差
を
め
ぐ
る
フ
ァ
ル
ス
―
志
賀
直
哉

の
短
編
を
読
む
」（『
月
刊
国
語
教
育
』
平
二
・
八
））。
頓
野
綾
子
は
、
当
時
の

丁
稚
を
め
ぐ
る
言
説
を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
（「『
小
僧
の
神
様
』
―
そ
の
「
残

酷
」
な
関
係
―
」（『
中
央
大
学
国
文
』
平
一
五
・
三
））、
高
口
智
史
は
抑
圧

さ
れ
た
仙
吉
の
「〈
貧
〉
へ
の
凝
視
」
こ
そ
、
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
し

た
（「〈
貧
〉
へ
の
凝
視
―
「
小
僧
の
神
様
」
論
―
」（『
近
代
文
学
研
究
』

平
一
五
・
一
））。
仙
吉
に
と
っ
て
の
鮨
に
つ
い
て
も
、
町
田
栄
が
「「
番
頭
」
階
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級
の
ス
テ
イ
タ
ス
」
と
述
べ
た
よ
う
に
（「
志
賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」」（『
国

文
学
』
昭
五
九
・
三
））、
そ
の
境
遇
か
ら
単
な
る
食
欲
の
対
象
以
上
の
意
味
が

付
与
さ
れ
る
。
頓
野
や
高
口
、
山
下
な
ど
も
同
様
の
見
解
を
取
る
。

こ
れ
に
対
し
、
松
本
常
彦
は
、「
奉
公
」
を
「
修
業
」
と
す
る
規
範
を
持
っ
た

社
会
が
成
立
し
て
お
り
、
仙
吉
が
そ
の
中
で
「
自
身
を
主
体
化
し
て
行
く
」
と
、

仙
吉
の
境
遇
の
悲
惨
さ
を
強
調
す
る
主
張
を
相
対
化
す
る
（「「
小
僧
の
神
様
」

の
小
僧
は
、
な
ぜ
「
は
か
り
屋
の
小
僧
」
か
」（『
九
大
日
文
』
平
一
八
・
四
））。

林
も
同
様
の
立
場
に
立
つ
。
上
杉
沙
紀
・
片
木
晶
子
・
金
子
結
咲
・
熊
倉
萌
・

李
娜
娜
・
渡
部
麻
実
に
よ
る
注
釈
も
、
鮨
を
食
べ
る
こ
と
は
仙
吉
に
と
っ
て
、

遠
く
な
い
未
来
に
実
現
可
能
な
目
標
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（「
志
賀
直
哉

『
小
僧
の
神
様
』
再
読
の
た
め
に
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
平
三
一
・
三
））。

仙
吉
の
境
遇
の
問
題
が
重
視
さ
れ
る
一
方
で
、
仙
吉
の
描
き
方
に
は
批
判
が

多
い
。「
非
主
体
的
な
没
個
性
し
か
な
い
」（
越
智
良
二
「「
小
僧
の
神
様
」
と

「
芋
粥
」・
覚
え
書
」（『
愛
媛
国
文
研
究
』
昭
六
二
・
一
二
））
な
ど
と
い
わ
れ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
批
判
の
中
心
と
な
る
の
は
、
Ａ
を
神
様
と
み
な
し
た
と
描

か
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、「
飛
躍
が
あ
る
」（
吉
田
）「
観
念
的
」

（
田
近
）「
幼
稚
」（
北
條
元
一
「
志
賀
直
哉
の
『
小
僧
の
神
様
』
と
創
作
方
法
の

問
題
―
『
外
套
』
と
『
芋
粥
』
と
比
較
し
て
―
」（『
世
界
文
学
』
昭
五
七
・

八
））「
貧
し
い
精
神
世
界
」（
高
口
）
な
ど
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
さ
が
指
摘
さ
れ

る
。
一
方
、
仙
吉
の
認
識
に
一
定
の
妥
当
性
を
認
め
る
見
解
も
あ
る
。
林
は
仙

吉
な
り
に
「
論
理
的
」
で
あ
る
と
し
、
頓
野
や
宮
越
も
同
様
に
肯
定
的
で
あ
る
。

作
品
全
体
の
テ
ー
マ
は
、
Ａ
と
仙
吉
の
関
係
性
に
求
め
ら
れ
る
。
問
題
と
な

る
の
は
、
Ａ
が
仙
吉
と
と
も
に
鮨
を
食
べ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
二
人
が
二

度
と
会
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
性
の
欠
如
が
、
社
会
的
格
差

の
問
題
と
個
人
相
互
の
理
解
と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、

両
者
が
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
直
接
的
関
係
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
べ
き
事
態
と

し
て
想
定
さ
れ
る
。
小
田
切
や
高
田
に
既
に
こ
う
し
た
指
摘
が
み
ら
れ
、
遠
藤

も
Ａ
が
仙
吉
と
結
び
つ
き
を
は
か
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
。

大
里
ｂ
や
鶴
谷
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
り
、
頓
野
は
柄
谷
行
人
の
固
有
名
に
関

す
る
議
論
を
用
い
て
二
人
の
関
係
を
批
判
す
る
。
勝
田
は
作
品
の
テ
ー
マ
を
「
社

会
的
な
階
級
差
は
人
間
を
疎
外
し
、
相
互
理
解
の
成
立
を
困
難
な
も
の
に
す
る
」

と
ま
と
め
た
。
多
く
の
研
究
も
、
そ
れ
ぞ
れ
強
調
す
る
点
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
お
お
よ
そ
こ
う
し
た
理
解
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。
上
杉
ら
が
、
Ａ
の
誤

解
に
よ
っ
て
、
二
人
が
二
度
と
再
会
し
な
い
こ
と
が
、
小
僧
の
目
標
を
守
っ
た

と
、
二
人
が
会
わ
な
い
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
の
は
例
外
的
で
あ
る
。

両
者
の
関
係
性
の
欠
如
か
ら
、
志
賀
直
哉
の
限
界
が
導
か
れ
る
。
志
賀
文
学

で
は
珍
し
く
、
階
級
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
最

終
的
に
は
、
問
題
が
回
避
さ
れ
た
、
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
金
達
寿
（「
志

賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
』」（『
岩
波
講
座　

文
学
の
創
造
と
鑑
賞
』
第
一
巻
（
岩

波
書
店
、
昭
二
九
・
一
一
）
所
収
））、
高
田
、
本
多
、
野
口
、
鶴
谷
、
越
智
、

大
里
ｂ
、
吉
田
、
永
井
、
高
口
な
ど
）。

Ａ
が
仙
吉
に
お
ご
る
と
い
う
行
為
を
、
贈
与
の
問
題
と
し
て
独
立
し
て
取
り

出
し
た
の
が
、
中
沢
新
一
（『
カ
イ
エ
・
ソ
バ
ー
ジ
ュ
Ⅲ　

愛
と
経
済
の
ロ
ゴ

ス
』（
講
談
社
、
平
一
五
・
一
）
序
章
）
と
斎
藤
努
（「
廃
棄
さ
れ
る
純
粋
贈
与

―
志
賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」
―
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要　

人

文
科
学
』
平
一
一
・
一
））
で
あ
る
。
神
話
や
人
類
学
の
見
地
か
ら
、
Ａ
の
行
為

は
、
交
換
を
期
待
し
な
い
、
純
粋
贈
与
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
中
沢
は
、

Ａ
の
行
為
は
、
我
々
の
経
済
や
社
会
の
前
提
と
な
る
交
換
の
原
則
を
超
え
た
、

神
が
本
来
行
う
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
他
者
の
賞
賛
を
期
待
す
る
善
行
と
思
わ
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
Ａ
を
苦
し
め
る
と
す
る
。
斎
藤
は
、
Ａ
と
仙
吉
の

関
係
性
の
欠
如
を
問
題
と
す
る
議
論
は
、
そ
の
行
為
を
、
交
換
を
前
提
と
す
る

贈
与
と
見
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
Ａ
の
行
っ
た
純
粋
贈
与
と
区
別
す
る
。
ま

た
、
両
者
と
も
、
Ａ
が
仙
吉
と
一
緒
に
鮨
を
食
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
上
下
関

係
を
作
ら
な
い
、
仙
吉
へ
の
配
慮
と
し
て
肯
定
す
る

（
注
２
）。

瀧
田
浩
は
こ
れ
を
受
け

た
議
論
で
あ
り
（「
里
見
弴
「
か
ね
」
論
―
貨
幣
蒐
集
と
欲
望
―
」（『
二
松

学
舎
大
学
論
集
』
平
一
九
・
三
））、
高
間
康
広
は
Ａ
の
行
為
が
純
粋
贈
与
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
自
身
は
貴
族
階
級
に
属
す
る
矛
盾
が
「
変
に
淋
し
い
、

い
や
な
気
持
」
を
生
ん
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
階
級
の
問
題
か
ら
と
ら
え
直
す

（「
神
様
を
批
判
す
る
構
造
、
成
長
を
許
可
さ
れ
た
近
代
文
学
―
「
小
僧
の
神

様
」
論
―
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
平
二
一
・
三
））。

最
後
に
問
題
と
な
る
の
が
、「
擱
筆
」
で
あ
る
。
Ａ
の
住
所
を
訪
ね
て
い
っ
た

仙
吉
が
そ
こ
に
稲
荷
を
見
つ
け
て
驚
く
と
い
う
結
末
が
「
惨
酷
」
だ
か
ら
と
い

う
理
由
で
実
際
に
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
す
箇
所
で
あ
り
、
廃
棄
さ
れ
た

プ
ロ
ッ
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
見
せ
消
ち

（
注
３
）」

と
も
い
わ
れ
る
。
鷺
只

雄
は
蛇
足
で
あ
る
と
い
う
遠
藤
の
指
摘
を
批
判
し
、
こ
れ
を
「〈
新
し
い
技
巧
〉」

と
し
て
評
価
し
た
（「「
南
京
の
基
督
」
新
攷
―
芥
川
龍
之
介
と
志
賀
直
哉

―
」（『
文
学
』
昭
五
八
・
八
））。
Ａ
を
神
と
す
る
こ
と
が
仙
吉
へ
の
愚
弄
に

な
る
こ
と
へ
の
「
人
間
と
し
て
の
心
情
的
抑
制
」
と
、
Ａ
に
嘘
の
住
所
を
書
か

せ
た
こ
と
の
展
開
を
完
結
さ
せ
る
「
芸
術
家
と
し
て
の
必
然
的
要
請
」
と
を
同

時
に
満
た
す
の
が
、
こ
の
「
見
せ
消
ち
」
で
あ
る
と
分
析
し
た
の
で
あ
る
。
鷺

の
よ
う
に
、
予
定
し
た
プ
ロ
ッ
ト
の
廃
棄
を
志
賀
の
人
道
性
と
と
ら
え
る
論
は

多
い
（
田
近
、
遠
藤
、
越
智
、
吉
田
、
高
口
な
ど
）。
Ａ
へ
の
批
判
で
あ
る
と
い

う
町
田
や
栗
林
秀
雄
（「
志
賀
直
哉
論
ノ
ー
ト
（
二
）
―
「
范
の
犯
罪
」
と

「
小
僧
の
神
様
」
の
読
み
―
」（『
日
本
文
学
研
究
』
平
八
・
二
））、
山
下
も
同

様
で
あ
る
。
一
方
で
、
す
で
に
志
賀
は
仙
吉
に
お
稲
荷
様
を
信
じ
さ
せ
て
い
る

と
批
判
す
る
見
解
も
あ
る
（
大
野
、
北
條
、
紅
野
敏
郎
、
野
口
な
ど
）。
ま
た
、

「
作
者
」
が
顕
在
化
す
る
点
に
つ
い
て
作
者
の
絶
対
性
を
示
す
と
す
る
の
が
、
林
、

瀧
田
、
小
平
麻
衣
子
（「〈
研
究
へ
の
い
ざ
な
い
〉
志
賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」

を
読
む
」（『
語
文
』
平
二
三
・
三
））
で
あ
る
。
仙
吉
を
無
知
の
ま
ま
に
限
定
す

る
こ
と
が
「
作
者
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
と
す
る
高
橋
博
史
（「
志
賀
直
哉
「
小

僧
の
神
様
」
に
描
か
れ
た
鮨
」（
白
百
合
女
子
大
学
言
語
・
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー

編
『
ア
ウ
リ
オ
ン
叢
書
02　

文
学
と
食
』（
芸
林
書
房
、
平
一
六
・
七
）
所
収
））

も
こ
れ
に
近
い
。
そ
れ
に
対
し
、
大
里
恭
三
郎
（「『
小
僧
の
神
様
』
の
方
法
―

付
記
の
意
味
す
る
も
の
―
」（『
常
葉
国
文
』
平
二
・
一
一
）。
大
里
ａ
）
や
高

口
は
、
Ａ
と
小
僧
を
自
由
に
操
作
す
る
プ
ロ
ッ
ト
の
放
棄
を
、「
作
者
」（
高
口

は
こ
こ
に
Ａ
も
含
め
る
）
を
神
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
だ
と
す
る
。
永
井
は
、

「
作
者
」
の
登
場
を
Ａ
と
小
僧
の
対
立
か
ら
の
回
避
で
あ
る
と
と
ら
え
た
。

２
、
論
点
の
検
討

以
上
、
簡
単
に
解
釈
上
の
論
点
を
紹
介
し
た
。
次
に
、
主
要
な
五
つ
の
論
点

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

２－

１
、
Ａ
の
心
理
の
重
視

ま
ず
、
Ａ
の
心
理
の
重
視
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
人
の
記
述
の
量
が
ほ
ぼ
同

等
で
あ
る
こ
と
は
先
行
研
究
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
仙
吉
が
主
に
記
述
さ

れ
て
い
て
も
、
心
理
が
描
か
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
仙
吉
が
鮨
を
食

べ
る
、
六
章
の
一
場
面
で
あ
る
。

	

仙
吉
は
其
処
で
三
人
前
の
鮨
を
平
げ
た
。
餓
ゑ
切
つ
た
痩
せ
犬
が
不
時
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の
食
に
あ
り
つ
い
た
か
の
や
う
に
彼
は
が
つ
〳
〵
と
忽
ち
の
間
に
平
げ
て

了
つ
た
。
他
に
客
が
な
く
、
か
み
さ
ん
が
故
と
障
子
を
締
め
切
つ
て
行
つ

て
く
れ
た
の
で
、
仙
吉
は
見
得
も
何
も
な
く
、
食
ひ
た
い
や
う
に
し
て
鱈

腹
に
食
ふ
事
が
出
来
た
。

こ
こ
で
は
、
仙
吉
が
鮨
を
食
べ
る
様
子
が
外
か
ら
描
か
れ
る
。
Ａ
が
主
に
な

る
章
で
は
、
常
に
そ
の
心
理
が
描
か
れ
る
。
特
に
、
こ
の
六
章
は
、
Ａ
の
「
変

に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」
が
描
か
れ
る
七
章
が
続
く
た
め
対
照
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
が
Ａ
の
心
理
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
原
因
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
大
里
ｂ
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、「
小
僧
の
神
様
」
は
、
仙
吉
の
記

述
で
始
ま
り
、
仙
吉
の
記
述
で
終
わ
る
と
い
う
枠
構
造
を
持
つ
。
さ
ら
に
、
後

述
す
る
が
、
両
者
の
行
動
に
注
目
す
る
と
、
明
ら
か
な
相
同
性
が
あ
る
。
以
上

の
点
か
ら
も
、
Ａ
に
の
み
作
品
の
比
重
が
あ
る
と
い
う
解
釈
は
妥
当
で
は
な
い
。

ま
た
、
Ａ
の
心
理
が
重
視
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
そ
の
内
容
も
関
係
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
Ａ
は
行
動
と
心
理
の
間
で
内
的
な
葛
藤
を
経
験
し
て
お
り
、
そ

れ
が
作
品
全
体
の
テ
ー
マ
と
深
く
関
係
す
る
と
さ
れ
る
。
我
々
は
内
的
葛
藤
が

あ
る
と
こ
ろ
に
「
問
題
」
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
表
裏
一
体
の

事
態
と
し
て
、
葛
藤
を
経
験
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
友
人
の
Ｂ
や
Ａ
の

妻
へ
の
評
価
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
同
じ
く
、
仙
吉
に
よ
る
Ａ
の
神
格
化
に
つ

い
て
も
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
２－

３
で
く
わ
し
く
検

討
す
る
が
、
心
理
的
葛
藤
の
有
無
が
テ
ー
マ
的
な
重
要
性
を
決
定
す
る
と
は
必

ず
し
も
言
え
な
い
。

２－

２
、
社
会
的
格
差
と
い
う
フ
レ
ー
ム

次
に
、
社
会
的
な
格
差
、
階
級
へ
の
関
心
に
つ
い
て
で
あ
る
。
多
く
の
研
究

は
、
こ
の
作
品
を
社
会
的
格
差
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
解
釈
す
る
。
Ａ
が
感
じ
た

「
冷
汗
も
の
」
と
い
う
意
識
も
「
変
に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」
も
、
彼
の
階
級

が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
主
に
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
心
理
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
最
初
の
邂
逅
で
の
Ａ

の
躊
躇
は
周
囲
の
他
者
の
目
を
意
識
し
た
た
め
。
二
度
目
の
邂
逅
で
小
僧
を
お

ご
っ
た
後
の
心
理
も
、
他
者
の
目
が
あ
っ
た
た
め
躊
躇
し
た
こ
と
の
反
省
が
も

た
ら
し
た
行
為
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
た
め
、
仙
吉
へ
の
善
意
と
実
行
の

間
の
自
然
性
が
自
身
に
と
っ
て
も
疑
わ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
考
え
て
、

大
き
な
不
自
然
は
な
い
。
つ
ま
り
、
田
近
や
林
の
言
う
よ
う
に
、
Ａ
の
自
意
識

に
つ
い
て
は
、
階
級
の
問
題
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
十
分
理
解
で
き
る
。

こ
の
心
理
を
、
多
く
の
研
究
は
階
級
の
問
題
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
は

Ａ
が
は
じ
め
て
登
場
し
た
際
に
示
さ
れ
る
、
貴
族
院
議
員
と
い
う
属
性
に
注
目

す
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
こ
と
と
、
仙
吉
が
丁
稚
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
身
分

と
の
対
比
が
、
作
品
の
基
本
的
な
構
造
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
こ
う
し
た

関
連
づ
け
が
正
当
化
さ
れ
る
。
た
だ
、
簡
潔
な
志
賀
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
最
初

の
登
場
以
外
で
、
階
級
を
示
唆
す
る
記
述
は
少
な
い
（
Ｂ
の
存
在
、
Ａ
の
経
済

的
余
裕
、
鮨
を
取
り
寄
せ
る
妻
な
ど
）。
そ
こ
で
、
し
ば
し
ば
、
貴
族
院
議
員
に

関
す
る
同
時
代
の
社
会
的
背
景
の
分
析
に
目
が
向
け
ら
れ
る
。

社
会
的
経
済
的
格
差
を
生
産
・
再
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
を
問
題
に
す
る
た
め

に
、
仙
吉
に
つ
い
て
も
、
そ
の
抑
圧
さ
れ
た
状
況
が
焦
点
と
な
る
。
格
差
と
い

う
フ
レ
ー
ム
で
作
品
を
読
む
こ
と
で
、「
あ
ま
り
に
喜
劇
的
な
悲
劇
」（
紅
野
謙

介
）
を
批
判
し
、「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
物
語
」
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」（
高

口
）
を
暴
き
出
す
。
つ
ま
り
、
単
な
る
い
い
話
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
批

判
的
に
作
品
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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２－
３
、
仙
吉
に
よ
る
Ａ
の
神
格
化

仙
吉
に
よ
る
Ａ
の
神
格
化
の
評
価
は
低
い
。
し
か
し
、
八
章
に
書
か
れ
た
言

葉
を
見
る
限
り
、
Ａ
を
お
稲
荷
様
と
見
る
仙
吉
の
心
理
を
否
定
的
に
と
ら
え
た

表
現
は
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
仙
吉
が
Ａ
を
お
稲
荷
様
と
判
断
し
た
根

拠
と
し
て
、
伯
母
が
狐
憑
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
設
定
は
、
仙
吉
が
何
者
か
を
お
稲
荷
様
と
み
な
す
こ
と
が
、
仙

吉
自
身
の
文
化
的
環
境
の
中
で
不
自
然
で
は
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
仙
吉
の
判
断
は
、
我
々
の
日
常
的
常
識
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
作
品

内
の
現
実
に
お
い
て
も
、
誤
っ
た
、
無
知
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

非
現
実
的
な
世
界
を
構
築
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
作
品
に
お
い
て
否
定

的
に
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
自
ら
の
行
為
の
自
然

性
に
疑
念
を
抱
く
Ａ
の
心
理
を
「
淋
し
い
、
い
や
な
」
と
否
定
的
に
と
ら
え
る

こ
と
と
対
比
す
る
な
ら
、
内
的
矛
盾
を
持
た
な
い
仙
吉
の
信
仰
を
肯
定
的
に
と

ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
仙
吉
の
場
合
は
、
内
的
確
信
と
作
品
内
の
外
的

現
実
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
な
る
）。
こ
れ
は
仙
吉
の
造
型
が
成
功
し
て

い
る
か
否
か
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
仙
吉
に
よ
る
Ａ
の
神
格
化
を
批
判
す
る

の
は
、
テ
ク
ス
ト
に
現
実
性
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
知
と
無
知
を
対
立
さ
せ

前
者
を
優
位
に
置
く
立
場
に
も
と
づ
く
。
こ
う
し
た
解
釈
に
は
留
保
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
が
支
持
さ
れ
る
に
は
、
テ
ク
ス
ト
に
仙
吉
の
あ
り
か
た
を
否
定
す

る
積
極
的
表
現
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
擱
筆
」
と
関
係
す
る
こ
と

に
な
る
。

２－

４
、
関
係
性
の
欠
如

両
者
の
関
係
性
の
欠
如
に
関
す
る
議
論
で
も
、
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
す
で

に
林
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
Ａ
と
仙
吉
が
個
人
と
個
人
と
し
て
人
間
的
な
関
係

を
結
ぶ
べ
き
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
他
者
と
し
て
相
手
を
認
識
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
論
者
の
理
想
と
す
る
関
係
性
を
前
提
と
し
た
上
で

の
議
論
で
あ
り
、
一
つ
の
倫
理
的
立
場
の
選
択
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

Ａ
と
仙
吉
が
再
会
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
階
級
の
差
を
こ
え
な
か
っ
た
と
し
て

批
判
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
階
級
と
い
う
相
当
程
度
変
化
し
に
く
い
対
立
を
重
視

し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
で
は
、
作
品
の
終
わ
り
の
両
者
の
懸
隔
が

望
ま
し
い
状
態
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
他

者
の
生
の
行
方
の
不
可
知
性
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
」
を
描
く
も
の
と
し
て
、
両
者

の
懸
隔
を
否
定
的
に
と
ら
え
な
い
、
林
の
よ
う
な
主
張
も
あ
る
。
論
者
の
他
者

観
は
お
い
て
、
作
品
が
描
く
関
係
性
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

２－

５
、「
擱
筆
」

「
擱
筆
」
の
問
題
は
、
そ
の
「
見
せ
消
ち
」
と
い
う
形
式
に
あ
る
。
従
来
の
争

点
は
、「
見
せ
消
ち
」
の
下
に
、
書
か
れ
た
表
現
が
見
え
て
い
る
で
は
な
い
か
、

い
や
、
や
は
り
消
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
対
立
で
あ
る
。
作
者
の
絶

対
性
に
関
す
る
議
論
も
、
操
作
の
内
容
に
注
目
す
る
か
、
操
作
し
た
と
い
う
こ

と
そ
の
も
の
に
注
目
す
る
の
か
、
の
対
立
で
あ
る
。
登
場
人
物
を
自
由
に
操
作

す
る
プ
ロ
ッ
ト
を
放
棄
し
た
で
は
な
い
か
、
い
や
プ
ロ
ッ
ト
の
放
棄
が
自
由
に

で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
自
体
が
作
者
の
絶
対
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
擱
筆
」
が
、
作
品
内
の
仙
吉
の
位
置
づ
け
を
決
定
す
る
点
に
注

目
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、「
擱
筆
」
前
ま
で
の
記
述
で
は
仙
吉
に
よ
る
Ａ
の

神
格
化
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
積
極
的
表
現
は
な
い
。
最
後
の
「
擱
筆
」
で
、

当
初
構
想
し
た
プ
ロ
ッ
ト
が
仙
吉
に
対
し
て
「
惨
酷
」
で
あ
る
と
い
う
記
述
と
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関
連
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
Ａ
の
神
格
化
の
否
定
的
位
置
づ
け
が
正

当
化
さ
れ
る
。「
擱
筆
」
の
解
釈
は
仙
吉
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
作
品
全
体
の

テ
ー
マ
と
不
可
分
で
あ
る
。

以
上
の
論
点
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
作
品
の
分
析
に
入
る
。

３
、「
小
僧
の
神
様
」
の
物
語
類
型

２－

１
で
は
、
章
ご
と
の
記
述
の
交
替
に
加
え
て
、
作
品
の
枠
構
造
か
ら
考

え
て
、
Ａ
を
重
視
す
る
解
釈
を
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
２－

３
で
は
、
仙
吉
の

心
理
を
否
定
的
に
見
る
見
解
を
批
判
し
た
。
亀
井
や
森
下
ａ
の
主
張
に
加
え
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ａ
と
仙
吉
が
対
等
な
主
人
公
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
強
く
主
張

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
次
に
、
２－

１
で
簡
単
に
触
れ
た
、
Ａ
と
仙
吉
の

行
動
の
軌
跡
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
心
理
で
は
な
く
、
行
動
に
注
目
す
る
こ
と

で
、
両
者
の
相
同
性
を
明
確
に
す
る
。

Ａ
と
仙
吉
の
行
動
の
相
同
性
に
つ
い
て
は
、
森
下
（「
小
僧
の
神
様
」（『
近
代

小
説
〈
都
市
〉
を
読
む
』（
双
文
社
出
版
、
平
一
一
・
三
）
所
収
）。
森
下
ｂ
）、

宮
越
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。
Ａ
と
仙
吉
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、
内
の
領
域
と
外

の
領
域
に
作
品
世
界
は
分
割
さ
れ
る
。
Ａ
に
と
っ
て
内
の
領
域
は
、
Ｂ
と
の
付

き
合
い
や
妻
と
の
生
活
の
世
界
で
あ
る
。
仙
吉
に
と
っ
て
、
内
の
領
域
は
丁
稚

と
し
て
奉
公
す
る
秤
屋
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、
鮨
屋
は
外
の

領
域
、
境
界
領
域
に
あ
た
る
。
両
者
に
と
っ
て
の
外
の
領
域
が
、
鮨
屋
で
一
致

す
る
。

ロ
ト
マ
ン
は
物
語
の
登
場
人
物
を
「
不
動
的
登
場
人
物
」
と
「
動
的
登
場
人

物
」
に
分
類
し
た
。
前
者
は
固
定
さ
れ
、「
自
分
の
環
境
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
の
に
対
し
、
後
者
は
、「
あ
る
環
境
か
ら
別
の
環
境
へ
と
い
う
運
動
」
の

機
能
を
持
つ
。
ロ
ト
マ
ン
は
ま
た
「
不
動
的
登
場
人
物
」
は
、「
擬
人
化
さ
れ
た

状
況
」
で
あ
り
、「
自
分
の
環
境
の
名
前
」
で
あ
る
と
も
い
う
（
ロ
ト
マ
ン
『
文

学
と
文
化
記
号
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
五
四
・
一
）
第
９
章
「
文
化
の
タ
イ
ポ
ロ

ジ
ー
的
記
述
の
メ
タ
言
語
に
つ
い
て
」）。
つ
ま
り
、「
不
動
的
登
場
人
物
」
と

は
、
あ
る
領
域
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
示
す
存
在
で
あ
る
。「
小
僧
の
神
様
」
で

言
う
な
ら
、
Ｂ
と
妻
は
Ａ
の
内
の
領
域
を
示
す
「
不
動
的
登
場
人
物
」
で
あ
り
、

一
章
で
登
場
す
る
番
頭
た
ち
は
仙
吉
の
内
の
領
域
を
示
す
「
不
動
的
登
場
人
物
」

で
あ
る
。
屋
台
の
鮨
屋
の
主
、
仙
吉
を
連
れ
て
い
っ
た
鮨
屋
の
か
み
さ
ん
は
境

界
領
域
を
示
す
。
そ
し
て
、
固
定
さ
れ
た
領
域
を
横
断
し
て
い
く
の
が
、
Ａ
と

仙
吉
で
あ
る
。
彼
ら
は
と
も
に
、
内
の
領
域
を
出
て
、
境
界
領
域
で
出
会
い
、

再
び
内
の
領
域
へ
と
帰
還
す
る
。
二
人
の
主
人
公
は
、
瀬
田
貞
二
が
い
う
「
行
っ

て
帰
る
」
と
い
う
物
語
の
基
本
的
な
構
造
（
瀬
田
貞
二
「
幼
い
子
の
文
学
」（
中

央
公
論
社
、
昭
五
五
・
一
））
に
従
っ
て
い
る
。

最
初
の
邂
逅
で
は
、
二
人
の
意
図
は
不
成
功
に
終
わ
る
。
仙
吉
は
鮨
を
食
べ

ら
れ
ず
、
Ａ
は
仙
吉
に
お
ご
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
こ
で
の
失
敗
が
、
彼
等

の
意
図
と
そ
れ
を
阻
む
も
の
の
存
在
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
浮
き
彫
り

に
す
る
。
両
者
を
阻
む
も
の
が
、
他
者
の
視
線
で
あ
り
、
社
会
的
格
差
で
あ
る
。

二
回
目
の
邂
逅
で
、
二
人
の
意
図
は
実
現
す
る
。
物
語
の
主
人
公
は
、
欠
如
し

て
い
た
も
の
を
獲
得
し
、
変
化
す
る
。
二
人
も
、
目
的
の
対
象
の
獲
得
に
成
功

す
る
の
だ
が
、
ど
ち
ら
も
あ
る
屈
折
（
Ａ
は
内
的
に
、
小
僧
は
内
部
と
外
部
の

間
に
）
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。

４
、
Ａ
の
物
語

従
来
の
研
究
で
は
、
Ａ
と
仙
吉
の
意
図
を
阻
む
も
の
の
考
察
が
主
で
あ
っ
た
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の
に
対
し
、
本
論
で
は
、
両
者
が
獲
得
し
た
対
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、

Ａ
か
ら
で
あ
る
。

従
来
、
Ａ
の
問
題
と
し
て
、
貴
族
院
議
員
と
い
う
階
級
の
問
題
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
て
き
た
。
２－

２
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
Ａ
が
三
章
で
最
初
に
登

場
し
て
き
た
と
き
の
、「
若
い
貴
族
院
議
員
の
Ａ
」
と
い
う
規
定
を
重
視
し
た
こ

と
に
よ
る
。
Ａ
と
仙
吉
の
階
級
差
は
「
小
僧
の
神
様
」
の
世
界
を
構
成
す
る
重

要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
本
論
で
は
Ａ
の
も

う
一
つ
の
属
性
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
が
仙
吉
と
再
会
す
る
五
章
の
冒
頭

で
提
示
さ
れ
る
。

	

Ａ
は
幼
稚
園
に
通
つ
て
居
る
自
分
の
小
さ
い
子
供
が
段
々
大
き
く
な
つ

て
行
く
の
を
数
の
上
で
知
り
た
い
気
持
か
ら
、
風
呂
場
へ
小
さ
な
体
量
秤

を
備
へ
つ
け
る
事
を
思
ひ
つ
い
た
。
そ
し
て
或
日
彼
は
偶
然
神
田
の
仙
吉

の
居
る
店
へ
や
つ
て
来
た
。

こ
こ
で
Ａ
は
父
親
と
し
て
登
場
す
る
。
従
っ
て
、
Ａ
を
規
定
す
る
要
素
は
、
貴

族
院
議
員
と
、
父
親
で
あ
る
。
前
者
の
属
性
と
の
関
係
に
友
人
の
Ｂ
が
あ
り
、

後
者
の
属
性
と
の
関
係
に
妻
が
い
る
。
二
つ
の
属
性
が
ど
ち
ら
も
Ａ
と
仙
吉
と

の
邂
逅
の
場
面
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
父
親
で
あ
る
こ
と
の
重

要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
、
彼
の
こ
う
し
た
属
性
に
問
題
と
し

て
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
。
Ａ
の
行
動
・
心
情
を
、
父
親
の
そ
れ
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
で
、
本
作
品
を
再
考
す
る
。

Ａ
は
、
ま
ず
「
若
い
貴
族
院
議
員
の
Ａ
」
と
し
て
登
場
す
る
わ
け
だ
が
、
貴

族
院
議
員
と
い
う
地
位
が
世
襲
で
あ
る
こ
と
は
、
様
々
な
研
究
が
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
階
級
を
意
味
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、

Ａ
が
「
父
の
子
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
Ａ
は
自
由
な
「
子
」
と
し
て
友
人
と

気
ま
ま
な
趣
味
の
話
を
す
る
。
そ
れ
が
鮨
屋
で
の
彼
と
仙
吉
と
の
邂
逅
を
結
果

と
し
て
も
た
ら
す
。
四
章
で
、
Ｂ
と
鮨
の
食
べ
方
の
話
を
し
た
後
、
Ａ
は
仙
吉

の
話
を
す
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
に
と
っ
て
鮨
よ
り
も
、
仙
吉
と
い
う
子
供
の
存
在

の
方
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
で
は
、
な
ぜ
仙
吉
の
存
在
が
気
に

な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
彼
自
身
に
子
供
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。

今
、
幼
稚
園
に
通
う
子
供
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
日
常
的
に
子
供
と

接
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
験
が
、
自
分
の
子
供
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
周
囲
に
い
る
子
供
、
そ
し
て
、
子
供
そ
の
も
の
へ
の
関
心
を
彼

に
抱
か
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
七
章
で
の
妻
と

の
会
話
で
あ
る
。
Ａ
は
、
自
分
の
子
供
の
体
量
秤
の
話
を
し
た
後
、「
そ
れ
は
さ

う
と
、
先
日
鮨
屋
で
見
た
小
僧
ネ
、
又
会
つ
た
よ
」
と
妻
に
話
し
、
妻
も
「
ま

あ
。
何
処
で
？
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
仙
吉
の
こ
と
を
妻
と
す
で

に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
彼
と
妻
と
の
間
で
は
、
自
分
の
子

ど
も
の
話
を
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
自
然
に
他
の
子
供
の
話
に
移
っ
て
い
く
。
妻

と
の
会
話
に
お
い
て
、
子
供
そ
の
も
の
が
主
要
な
関
心
事
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
彼
の
父
と
し
て
の
心
情
・
子
供
の
庇
護
者
と
し
て
の
心
情
が
彼
に
仙
吉
へ

の
同
情
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
五
章
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
Ａ
は
子
供
の
体
量
秤
を
買

い
に
、
つ
ま
り
子
供
の
た
め
に
行
動
す
る
父
で
あ
る
。
彼
が
子
供
の
た
め
に
行

動
し
て
い
た
時
に
、
仙
吉
と
再
会
し
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

彼
は
、
そ
う
い
っ
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
父
と
し
て
仙
吉
の
た
め
に
何
と
か
し
て

や
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
遠
藤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
妻
や
子
供
に
対

す
る
愛
情
を
、
秤
を
買
う
と
い
う
行
為
に
具
現
」
し
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、

「
妻
や
子
供
に
し
た
よ
う
に
、
仙
吉
も
喜
ば
せ
て
や
り
た
い
」
と
思
っ
た
の
で
あ

る
。
中
沢
や
斎
藤
は
、
Ａ
の
行
為
を
純
粋
贈
与
と
す
る
が
、
仙
吉
へ
の
贈
与
の

前
に
、
自
分
の
子
供
へ
の
贈
与
が
あ
り
、
仙
吉
へ
の
贈
与
は
そ
れ
を
反
復
し
た
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も
の
な
の
で
あ
る
。

Ａ
は
最
初
に
「
父
の
子
」
と
し
て
気
ま
ま
な
友
人
と
の
趣
味
の
共
有
の
た
め
、

自
分
の
日
常
か
ら
外
の
世
界
に
出
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
経
験
し
た
の
は
、
自

分
が
父
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
あ
っ
た
。「
小
僧
の
神
様
」
は
、
Ａ
が
父
と
し
て

の
自
己
を
確
認
す
る
、
Ａ
が
父
に
な
る
物
語
で
あ
る
。

父
と
し
て
の
庇
護
感
情
か
ら
仙
吉
に
鮨
を
お
ご
っ
た
Ａ
は
、
中
沢
や
斎
藤
の

言
う
よ
う
に
、
彼
に
心
理
的
負
担
を
か
け
な
い
（
交
換
を
強
い
な
い
）
よ
う
配

慮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
者
の
目
も
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
れ
を
同
時
に
実
現
す
る
の
が
、
金
だ
け
お
い
て
去
る
こ
と
で
あ
る
。
事
後
的

に
振
り
返
っ
た
時
、
両
者
の
差
異
が
自
己
の
中
で
拡
大
さ
れ
た
の
が
、「
変
に
淋

し
い
、
い
や
な
気
持
」
の
内
実
で
あ
る
。

そ
し
て
、
Ａ
が
父
に
な
る
物
語
だ
か
ら
こ
そ
、
Ａ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
妻
と
の

場
面
で
結
ば
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、「
Ａ
の
側
で
の
内
省
を
弱
い
も
の
に
し

て
い
る
」（
川
上
英
明
「
小
僧
の
神
様
」（
西
尾
実
監
修
『
作
品
研
究
志
賀
直
哉

の
短
編
』（
古
今
書
院
、
昭
四
三
・
二
）
所
収
））、
Ａ
の
心
情
の
「
希
釈
」（
紅

野
謙
介
）、
仙
吉
と
の
「
回
路
を
切
断
」（
頓
野
）、
問
題
の
「
回
避
」（
勝
田
）

な
ど
、
妻
の
役
割
の
評
価
は
お
し
な
べ
て
低
い
。
こ
れ
は
Ａ
の
日
常
へ
の
還
帰

を
階
級
問
題
の
回
避
と
と
ら
え
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、「
小
僧
の
神
様
」
を

Ａ
が
父
に
な
る
物
語
と
考
え
る
と
、
妻
の
言
葉
は
新
た
な
意
味
を
持
つ
。
Ａ
の

「
変
に
淋
し
い
気
持
」
を
「
さ
う
云
ふ
事
あ
り
ま
す
わ
」
と
肯
定
す
る
妻
の
言
葉

は
、
Ａ
の
心
情
と
行
為
を
、
父
と
し
て
の
行
動
で
あ
る
と
理
解
し
、
好
感
を
持
っ

て
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
一
度
し
た
仙
吉
の
話
題
を
改
め
て
繰
り
返
す
と
い
う

こ
と
は
、
妻
が
仙
吉
の
話
を
い
や
な
顔
せ
ず
、
受
け
止
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

二
人
は
、
自
分
の
子
供
で
は
な
い
子
供
に
同
情
す
る
感
情
を
共
有
し
て
い
る
。

「
小
僧
は
屹
度
大
喜
び
で
し
た
わ
」
は
Ａ
の
行
為
を
肯
定
す
る
言
葉
で
あ
り
、
仙

吉
の
幸
福
を
願
う
言
葉
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
や
や
屈
折
し
な
が
ら
仙
吉
の

こ
と
を
思
う
夫
と
、
そ
ん
な
夫
を
好
ま
し
く
思
い
、
他
人
の
子
の
幸
福
を
も
願

う
妻
の
、
二
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、「
変
に
淋
し
い
、
い
や
な
気
持
」
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
は
問
題
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
解
決
を
描
か
な
い
。
む
し

ろ
、
あ
る
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
過
ぎ
て
い
く
の
が
日
常
と
い
う
も

の
で
あ
る
こ
と
を
描
く
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
の
問
題
の
未
解
決
が
、「
神
田

の
其
店
」
や
「
其
鮨
屋
」
の
回
避
と
い
う
身
体
的
行
動
に
習
慣
的
に
示
さ
れ
る

こ
と
が
そ
れ
を
示
唆
す
る
。「
俺
の
や
う
な
気
の
小
さ
い
人
間
は
全
く
軽
々
し
く

そ
ん
な
事
を
す
る
も
ん
ぢ
あ
、
な
い
よ
」
と
い
う
の
は
、
高
橋
も
言
う
よ
う
に
、

直
前
に
記
さ
れ
た
、
自
宅
へ
の
鮨
の
取
り
寄
せ
の
提
案
を
指
し
、
Ａ
の
拒
絶
の

意
思
が
強
い
こ
と
を
示
す
。

５
、
仙
吉
の
物
語

４
で
の
意
図
は
、「
小
僧
の
神
様
」
を
、
２－

２
で
述
べ
た
よ
う
な
階
級
の
フ

レ
ー
ム
で
は
な
く
、
家
族
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
読
む
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
仙

吉
の
物
語
を
、
労
働
者
で
は
な
く
、
父
と
対
に
な
る
子
供
の
物
語
と
し
て
考
察

す
る
。

ま
ず
着
目
す
る
の
が
、
な
ぜ
仙
吉
の
奉
公
先
が
秤
屋
な
の
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
紅
野
謙
介
が
「
は
か
る
」
こ
と
は
、
対
比
す
る
こ

と
で
あ
り
、
Ａ
と
小
僧
の
階
級
間
格
差
を
示
す
と
し
た
。
斎
藤
は
、「
仙
吉
が
均

衡
＝
交
換
を
行
動
の
原
理
と
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
言
い
、
林
は
生
の
行

方
の
「
は
か
り
」
が
た
さ
が
テ
ー
マ
と
論
じ
た
。
松
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
集

団
が
持
つ
相
対
的
に
独
立
し
た
秩
序
感
覚
を
さ
す
も
の
と
し
て
「
は
か
り
」
を
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捉
え
た
。
し
か
し
、
秤
は
、
Ａ
の
子
供
の
体
重
を
は
か
る
も
の
と
し
て
登
場
す

る
。
つ
ま
り
、
秤
は
子
供
の
成
長
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
の
秤
が
、
Ａ
の
子
供
を

介
し
て
Ａ
と
仙
吉
を
つ
な
ぐ
。
そ
れ
は
Ａ
の
子
供
と
仙
吉
を
重
ね
る
こ
と
で
あ

り
、
仙
吉
も
同
様
に
成
長
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
森
下
ａ
は
こ

れ
を
「
仙
吉
と
は
ま
ず
、
刺
激
に
反
応
し
て
外
へ
伸
び
よ
う
と
す
る
力
」
で
あ

る
と
し
た
。
本
論
で
は
、
松
本
の
言
う
よ
う
に
、
仙
吉
の
境
遇
が
、
そ
れ
自
体

の
秩
序
を
持
っ
た
社
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
考
察
を
進
め
る
。

物
語
は
欠
如
か
ら
始
ま
る
。
仙
吉
に
欠
け
る
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
一
つ

は
鮨
を
食
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
貧
困
で
あ
り
、
階
級
的
劣
位
で

あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
孤
立
と
い
う
こ
と
が
あ
る
（
吉
田
、
山
口
、
頓
野
、
岩

崎
希
世
美
（「『
小
僧
の
神
様
』
論
―
語
り
手
の
視
点
に
添
っ
て
―
」（『
相

模
国
文
』
平
八
・
三
））
な
ど
）。
仙
吉
は
誰
と
も
会
話
を
し
て
い
な
い
。
周
囲

か
ら
隔
絶
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
Ａ
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
、
苦
し
い
時
に
必
ず

思
う
、「
或
慰
め
」
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
を
獲
得
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
２－

２
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
安
易
な
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。
根
拠
と
な
る
の
は
や
は
り
階
級
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
遠
藤
は
作
品
の
印
象
を
「
積
極
性
を
帯
び
」
た
も
の
に
す
る
と
言

い
、
町
田
は
Ａ
と
対
比
し
て
「
勤
労
者
の
健
全
性
」
を
み
る
。
林
も
肯
定
的
で

あ
り
、
越
智
も
「
誠
に
幸
福
な
物
語
」
と
い
う
が
や
や
シ
ニ
カ
ル
で
あ
る
。
家

族
に
触
れ
る
の
が
岩
崎
で
あ
る
。
岩
崎
は
「
悲
し
い
時
、
苦
し
い
時
」
に
思
う

相
手
が
Ａ
し
か
お
ら
ず
、
お
稲
荷
様
に
Ａ
を
見
立
て
る
こ
と
で
「
心
の
家
族
」

を
得
た
の
だ
と
論
じ
る
。「
悲
し
い
時
、
苦
し
い
時
」
に
思
う
相
手
と
し
て
は
、

父
・
母
や
家
族
が
あ
が
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が
「
小
僧
の
神
様
」
で
は
「
あ

の
客
」（
Ａ
）
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
あ
の
客
」（
Ａ
）
が
父
に
相
当
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
仙
吉
は
、
自
分
の
親
の
よ
う
な
庇
護
者
と

し
て
、「
あ
の
客
」
を
思
う
こ
と
で
、
奉
公
の
世
界
の
中
で
生
き
て
い
く
力
を
得

る
の
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
は
、
十
章
の
「
擱
筆
」
の
直
前
の
仙
吉
の
心
情
を
肯
定
的
に
と
ら

え
る
も
の
で
あ
る
。
２－

３
で
、
仙
吉
の
Ａ
の
神
格
化
を
根
拠
の
あ
る
も
の
と

み
な
し
た
上
で
、
２－

５
で
、
そ
れ
が
「
擱
筆
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
と
指

摘
し
た
。
従
っ
て
、
仙
吉
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、「
擱
筆
」
の
解
釈
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、「
惨
酷
」
の
言
葉
で
否
定
し
た
も
の
が
何
を
指
す
の

か
、
が
問
題
に
な
る
。
従
来
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
は
、
仙
吉
が
Ａ
を
お
稲
荷
様

と
み
た
錯
誤
の
状
態
を
指
す
も
の
と
し
た
。
彼
の
錯
誤
が
修
正
さ
れ
て
い
な
い

限
り
、
仙
吉
が
無
知
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
「
惨
酷
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
で
は
、「
そ
れ
が
人
間
か
超
自
然
の
も
の
か
、
今
は
殆
ど
問

題
に
な
ら
な
か
つ
た
」
と
記
す
（
林
も
こ
こ
に
注
目
し
、
仙
吉
を
肯
定
す
る
点

で
本
論
と
共
通
す
る
）。
こ
こ
で
仙
吉
は
、
Ａ
を
神
と
み
な
す
非
日
常
的
な
状
態

か
ら
日
常
に
戻
っ
て
い
る
。
も
し
、
仙
吉
を
錯
誤
の
状
態
の
ま
ま
置
く
な
ら
、

こ
う
し
た
記
述
は
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
こ
れ
は
、
仙
吉
が
変
わ
り
う
る
存

在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
時
間
の
問
題
が
あ
る
。「
小
僧
の
神

様
」
の
時
間
は
、
一
章
か
ら
始
ま
り
、
二
章
三
章
は
そ
の
二
、
三
日
後
、
四
章

は
そ
れ
か
ら
余
り
た
っ
て
い
な
い
時
点
の
出
来
事
で
あ
る
。
五
章
の
二
人
の
再

会
も
最
初
の
邂
逅
か
ら
そ
う
離
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
六
章
七
章
八
章
は
、
五

章
と
同
じ
日
の
こ
と
で
あ
る
。
仙
吉
が
Ａ
を
お
稲
荷
様
と
思
っ
た
の
は
、
作
品

の
記
述
で
は
、
彼
と
出
会
っ
た
そ
の
日
の
夜
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
日
と
共

に
」
と
あ
る
九
章
は
、
Ａ
の
行
為
が
習
慣
化
す
る
と
こ
ろ
か
ら
あ
る
程
度
の
時

間
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
章
で
は
、「
あ
の
客
」（
Ａ
）
の
こ
と
が
ま
す
ま
す
忘

れ
ら
れ
な
く
な
り
、「
悲
し
い
時
、
苦
し
い
時
」
必
ず
彼
の
こ
と
を
思
っ
た
と
あ

る
。
一
週
間
や
そ
の
程
度
で
は
、「
悲
し
い
時
、
苦
し
い
時
」
必
ず
彼
の
こ
と
を
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思
っ
た
と
は
言
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
、
十
章
の
仙
吉
の
変
化
は
、

か
な
り
の
時
間
の
幅
を
持
つ
。
そ
う
し
た
時
間
の
中
で
経
験
し
た
変
化
を
、「
擱

筆
」
前
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
最
初
の
一
日
目
の
状
態
に
戻
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
惨
酷
」
は
、
錯
誤
以
降
の
仙
吉
の
状
態
す
べ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
の
彼
の

変
化
の
時
間
を
無
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、「
擱
筆
」
に
よ
っ
て
「
惨

酷
」
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
本
文
の
仙
吉
の
状
態
を
肯
定
す
る
こ
と
で

あ
る
。
仙
吉
の
変
化
・
成
長
の
肯
定
こ
そ
物
語
の
最
後
に
「
作
者
」
が
示
そ
う

と
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る

（
注
４
）。

６
、「
家
族
」
の
物
語

最
後
に
、
再
度
「
擱
筆
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。「
擱
筆
」
に
つ
い
て
、
そ

の
対
象
を
５
で
は
問
題
に
し
た
。「
擱
筆
」
は
、
さ
ら
に
読
者
へ
一
定
の
方
向
の

解
釈
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。「
作
者
」（
語
り
手
）
は
「
惨
酷
」
だ
か

ら
、
最
初
の
プ
ラ
ン
を
放
棄
し
た
と
記
す
。「
作
者
」
は
廃
棄
し
た
プ
ラ
ン
を
示

す
こ
と
で
、
自
ら
が
あ
る
選
択
を
し
た
こ
と
を
明
確
化
す
る
。
そ
れ
は
、「
作

者
」
が
「
惨
酷
」
で
は
な
い
こ
と
、
物
語
を
「
優
し
い
」
も
の
と
し
て
提
示
し

よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
語
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
読
む

読
者
に
も
、
仙
吉
に
対
す
る
同
じ
「
優
し
さ
」
の
共
有
を
求
め
て
い
る
。
テ
ク

ス
ト
は
、
こ
の
物
語
を
「
優
し
い
」
物
語
と
し
て
読
む
よ
う
促
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

そ
の
「
優
し
さ
」
と
は
「
家
族
」
の
「
優
し
さ
」
で
あ
る
。
Ａ
と
仙
吉
は
互

い
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
読
者
に
は
、
両
者
の
姿
が
一
組
の
親
と
子
と
し
て

提
示
さ
れ
る
。
二
人
の
親
の
自
足
す
る
姿
と
、
あ
る
子
供
の
自
足
す
る
姿
が
描

か
れ
る
。
両
者
に
は
接
点
が
な
い
。
２－

４
で
論
じ
た
よ
う
に
、
従
来
は
両
者

の
懸
隔
を
、
望
ま
し
く
な
い
状
態
と
と
ら
え
た
。
し
か
し
、
４
と
５
で
論
じ
た

の
は
、
両
者
が
無
交
渉
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
望
ま
し
い
状
態
を
得
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
の
、
仙
吉
と
い
う
「
子
」
へ
の
「
親
」
と
し
て
の
愛

情
か
ら
帰
結
す
る
。
両
者
の
懸
隔
が
変
化
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
懸
隔
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
の
愛
情
が
、
そ
の
階
級
間
格
差
を
こ
え
て
、
両
者
に

望
ま
し
い
状
態
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
の
が
、
作
品
の
示
す
答
え
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
階
級
を
こ
え
た
「
家
族
」
の
物
語
で
あ
る
。

こ
の
「
家
族
」
の
関
係
は
全
く
無
根
拠
で
あ
る
。
そ
れ
が
家
族
で
は
な
く
、

「
家
族
」
と
し
た
理
由
で
あ
る
。
Ａ
と
仙
吉
の
関
係
は
、
偶
然
、
見
か
け
た
だ
け

の
子
供
に
、
偶
然
、
し
か
も
一
時
的
に
愛
情
を
抱
い
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
両
者
の
関
係
の
欠
如
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
２－

４
で
論
じ

た
よ
う
に
、
他
者
へ
の
積
極
的
で
継
続
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
前
提
と
し
な

け
れ
ば
、
こ
れ
は
他
者
へ
の
無
根
拠
な
同
情
の
肯
定
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
貧
し
い
子
供
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
ふ
と
し
た
時
に
抱
い
て

し
ま
う
同
情
が
あ
り
、
そ
れ
は
価
値
が
あ
る
と
い
う
の
が
「
小
僧
の
神
様
」
の

「
倫
理
」
で
あ
る

（
注
５
）。

血
の
つ
な
が
り
に
限
ら
れ
な
い
「
家
族
」
が
、「
小
僧
の
神

様
」
が
描
こ
う
と
す
る
「
優
し
さ
」
で
あ
る
。

注

（
１
）	

宮
越
勉
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
山
口
の
「
通
」
説
が
小
僧
に
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
と
批
判
す
る
（「「
小
僧
の
神
様
」
を
精
読
す
る
―
接
近
と
隔
絶
の
線
対
称

構
造
分
析
を
中
心
に
―
」（『
文
芸
研
究
』
平
二
二
・
一
〇
））。

（
２
）	

中
沢
や
斎
藤
の
よ
う
に
、
Ａ
の
行
為
を
仙
吉
の
心
理
的
負
担
に
配
慮
し
た
と
す

る
も
の
に
、
田
近
や
大
里
ｂ
、
宮
越
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
論
も
、
そ
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れ
が
関
係
性
構
築
の
不
成
立
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
し
た
と
否
定
的
に
考
え
て

い
る
。

（
３
）	
三
好
行
雄
が
「
小
僧
の
神
様
」（『
現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
第
６
巻　

志
賀
直

哉
』（
学
習
研
究
社
、
昭
四
九
・
二
）
の
「
志
賀
直
哉
主
要
作
品
鑑
賞
小
辞
典
」

の
一
項
目
）
で
、「
一
種
の
見み

せ
け
ち消

」
と
呼
ん
だ
の
が
は
じ
め
で
あ
る
。
三
好
は
、

こ
れ
を
、「
小
僧
を
愚
弄
す
る
〈
惨
酷
〉
と
神
様
に
さ
れ
た
Ａ
の
羞
恥
を
同
時
に

救
う
巧
妙
な
効
果
」
と
述
べ
た
。

（
４
）	

松
本
に
、
大
正
五
年
に
長
女
を
、「
小
僧
の
神
様
」
発
表
の
半
年
前
に
長
男
を
亡

く
し
た
志
賀
の
、
子
供
の
成
長
を
見
守
る
目
が
小
僧
に
注
が
れ
て
い
る
と
の
指

摘
が
あ
る
。

（
５
）	

林
は
こ
の
点
に
も
「
心
の
要
求
の
ま
ま
に
〈
他
者
〉
に
関
わ
る
行
為
に
及
ん
で

い
い
の
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
い
に
「〈
よ
し
〉
と
す
る
答
え
」
と
触
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
以
上
の
説
明
は
な
い
。
林
論
と
本
論
は
い
く
つ
か
の
点
で
重
な
る
。

階
級
と
い
う
フ
レ
ー
ム
や
関
係
性
の
欠
如
へ
の
批
判
、
仙
吉
の
Ａ
の
神
格
化
の

変
化
、
そ
れ
が
当
日
だ
け
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
や
や
説

明
不
足
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
人
の
再
会
後
の
時
間
の
経
過
や
「
擱
筆
」

の
分
析
な
ど
が
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
に
対
す
る
見
解
は
本
論
と
は
違
い
、

家
族
と
い
う
フ
レ
ー
ム
は
と
ら
な
い
。「
他
者
の
生
の
行
方
の
不
可
知
性
と
い
う

ア
ポ
リ
ア
」
が
テ
ー
マ
と
い
う
の
も
、
両
者
の
つ
な
が
り
を
主
張
す
る
本
論
と

大
き
く
意
見
を
異
に
す
る
。

	
	

ま
た
、
上
杉
ら
は
、
可
哀
想
な
貧
者
と
し
て
一
方
的
な
誤
解
を
し
た
Ａ
と
実

際
の
小
僧
と
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
Ａ
の
誤
解
に
も
と
づ
く
不
介
入
の

決
意
が
、
結
果
的
に
、
小
僧
が
伝
統
的
な
商
家
の
世
界
の
中
で
彼
自
身
の
生
を

生
き
て
い
く
「
明
る
い
未
来
像
」
を
描
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
と
主
張
し

て
い
る
。
小
僧
の
可
能
性
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
主
張
と
も
一
致
す
る

が
、
Ａ
の
不
介
入
の
み
肯
定
す
る
の
で
は
、
Ａ
が
小
僧
に
鮨
を
お
ご
っ
た
こ
と

の
意
味
が
軽
視
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
。


